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ては医 1 にあるコンテンツを用意し， x=O の周りで関数 y= ✓「丁五の3次近似式
《「下x~a+bx+c丑+dx3
を探索させた．











f" (0) 2 『"(O)
2. X, 企はどのような「調整」をするための項か？
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主流をなすのがcomputersupported collaborative learning (CSCL)のパラダイムであ
るが，その始粗というべき Koschmannは，研究手法として依拠する ethnomethodology
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sup lvl二— a -bx -cx2 -dx門 ~s
-c~x~c 
を満たすようなcの上限で与えられる数値である．図7は， 4つのeの値 (0.1,0.2, 0.3, 0.4) 
に対し， JAVAでプログラムしたマクロを用いて図6のログデータの各時刻で 5ー 収束半
径を計算し， csv形式にフォーマットしたものの様子である．
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